
 

災害瓦れき受け入れ検討の終了について 

 

東日本大震災に伴い発生した瓦れきの受け入れについては、平成２４年

３月２２日に和歌山市議会において「東日本大震災に伴い発生した瓦れき

の受け入れに関する決議」が可決され、現時点での和歌山市の考え方を、

私からのメッセージとして申し上げたところです。 

その後、被災地における現地状況調査を行ったり、廃棄物処理施設や放

射能の基準などの諸問題について、いかに市民の皆さんが安全に、また安

心してもらい、受け入れが可能かどうかを検討して参りました。 

 このような中、先般、国より今後の広域処理の方針について、大阪湾広

域臨海環境整備センター（フェニックス）での「災害廃棄物の埋立処分に

関する個別評価」を実施しない旨の回答があり、実質上、本市における災

害瓦れきの受入れは出来なくなりました。また、それと同時に国が策定し

た「災害廃棄物の処理工程表」では、新たな受入先の調整は行わず、既存

の自治体との調整を行う旨が示され、実質上、本市における広域処理の必

要は無くなりました。 

 これを受け、本市における災害瓦れきの受け入れ検討を終了することに

しました。 

 ただ、被災地におきましては、災害瓦れきが全て処分されたわけでなく、

また広範囲に壊滅的な被害をもたらされた被災地では、復旧と復興に向け、

今もなお全力で取り組まれております。 

和歌山市においても災害瓦れきの受け入れ検討は終了いたしますが、今

後も、被災地の復興のために、できるだけ支援を行っていきたいと考えています。 

市民の皆様におかれましても被災地への支援に対するご理解、ご協力を

引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

平成２４年９月３日  

和歌山市長 大橋 建一 

 


